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マイクロプログラムは学生時代、萩原宏先生、富田真治先生のご指導で取り組んでいた。

卒業論文では、研究室で開発されていた水平型マイクロプログラム制御の計算機 QA-1のマ

イクロプログラムアセンブラを担当した。主記憶が 12KBしかない HITAC-10を用いて、

アセンブリ言語約 1 万行のソフトを開発した。当時は紙テープを用いていたので、プログ

ラムは２巻となり、バグを修正するには相当の気力を奮い起こす必要があった。マイクロ

プログラムは、その当時から、ハードウェアとソフトウェアの境界として興味を感じてい

た。境界であるが故の設計の自由度と制約に、アーキテクトのバランス感覚が試されてい

るように感じた。 

 

電電公社横須賀通研に入所し、故花田収悦氏の研究室でソフト工学を学んだ。その後、学

生時代の経験が買われたのか、ファームウェア記述言語のプロジェクトに配属された。当

時電電公社では、計算機シリーズ DIPSが開発されていたが、NEC、日立、富士通 3社の異

なるアーキテクチャに基づいていたので、汎用的なマイクロプログラム記述言語を研究す

る理由があった。200Ｍのディスクを抱えて無人の大型計算機室を占拠し、マイクロプログ

ラムを入れ替えて実験を繰り返したことを思い出す。この論文は、その中でも最も思い出

深いもので、研究所への通勤時間に吊革に捕まりながら、頭の中で何度もマイクロオーダ

を並べ換えて生まれたアイデアである。参考文献も書いていないこの論文を見ると研究者

として恥ずかしいが、当時は研究者という意識は全く希薄で、むしろ技術者として Aha!の

瞬間を最初に経験したプロジェクトだった。この論文に記載されたアイデアは、その後、

IEEE Transaction on Computersに掲載されている。 

 

並列性への興味は、その後、プロダクションシステムと出会って、人工知能の中での並列

処理に、さらに、分散人工知能、マルチエージェントシステムへと広がっていった。現在

も社会情報学専攻で、仮想空間内での多数のエージェントのシナリオ記述言語を開発して

いる。また、今後の研究として、メガスケール（100万人、100万台規模）のナビゲーショ

ンシステムを考えているが、そうした並列・分散の研究に物怖じしないで取り組めるのも、

学生時代から並列処理の教育を受けたからではないかと思う。 
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